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発表概要資料（令和7年度：2050年カーボンニュートラルに向けた省エネ・創エネ・温室効果ガスの削減に資する技術）

【技術の概要】
下水処理施設向け「バイオメタネーション」システム

【技術の革新性・独創性のポイント】
［独創性］汚泥中に基質ガスを散気すると汚
泥が激しく発泡する特性を利用して、槽内を
泡沫で保持するリアクタを考案した点

１）汚泥を泡沫として保持する
・気液界面積を大きくできる
・ガス滞留時間を大きくできる
→水素の溶解に有利な構造で、高い水素
負荷での運転が可能に

２）一般的なトリクルベッド型と較べて
・担体で容積が喰われない
・ガスの偏流が少ない
→理想的な押出し流れで安定した運転

３）槽外型撹拌機とエジェクター設置
・既存消化槽の改造で使用可
・エジェクタを外せば通常の消化槽に
→予備消化槽を有効活用できる

提案：水素溶解能に優れた泡沫充填型反応槽
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※本研究は、嫌気性消化槽とメタネーション反応槽を
別ける「ex-situ」型が有利
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※消化汚泥が発泡しやすい性質を利用して、リアクタ内を泡沫で保持する手法

CO2+4H2 → CH4 + 2H2O

技術課題：液中への効率的な水素溶解（水素は水への溶解度が低い）


